
市
内
に
90
箇
所
あ
る
停
留
所
を
3

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
循
環
す
る
い
き

い
き
号
。

市
立
病
院
、
市
役
所
、
公
園
な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
に
、
市
外
に
出

か
け
る
と
き
の
駅
（
電
車
）
ま
で
の

足
が
わ
り
に
利
用
す
る
の
も
便
利
で

す
ね
。

ま
た
、
動
く
「
こ
ど
も
110
番
の
家
」

と
し
て
碧
南
警
察
署
か
ら
委
嘱
を
受

け
、
こ
ど
も
た
ち
が
安
全
・
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
も
貢
献

し
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
号
は
小
学
生
以
上
1
回

100
円
（
小
学
生
未
満
は
無
料
）
で
利

用
で
き
ま
す
。
お
得
な
利
用
券
（
6

枚
綴
300
円
）
の
販
売
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

T
52
―
1
1
1
1（
内
線
265
・
269
）

市

お
金
を
貸
し
た
り
、
不
動
産
を
売

買
す
る
と
き
は
契
約
書
を
作
成
し
ま

す
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く
作
成
し
て

も
後
に
な
っ
て
「
契
約
し
た
覚
え
が

な
い
。」「
内
容
が
お
か
し
い
。」
な

ど
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

遺
言
書
も
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ

り
ま
す
。

法
律
の
専
門
家
で
あ
る
公
証
人
は
、

大
切
な
契
約
や
遺
言
な
ど
に
つ
い
て

後
で
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う
に
法
律

的
に
慎
重
に
検
討
し
て「
公
正
証
書
」

を
作
成
す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
で
は
遺
言
、
尊
厳
死
宣
言
、

離
婚
給
付
（
年
金
分
割
）
の
公
正
証

書
の
作
成
も
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

公
正
証
書
は
、
法
律
に
よ
り
い
ろ
い

ろ
な
効
力
や
証
明
力
が
認
め
ら
れ
、

公
証
役
場
で
永
く
保
存
さ
れ
、
書
類

の
紛
失
や
偽
造
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。公

証
週
間
の
期
間
中
「
無
料
法
律

相
談
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
西
尾
公
証
役
場

と
き

10
月
1
日
（月）
〜
5
日
（金）

午

前
9
時
〜
午
後
5
時
30
分

●
半
田
公
証
役
場

と
き

10
月
1
日
（月）
〜
5
日
（金）

午

前
9
時
〜
午
後
6
時

※
予
約
優
先

相
談
員

公
証
人

問
合
せ
先

・
西
尾
公
証
役
場
（
西
尾
市
花
ノ
木

町
）

T
0
5
6
3
―
54
―
5
6
9
9

・
半
田
公
証
役
場（
半
田
市
宮
路
町
）

T
0
5
6
9
―
22
―
1
5
5
1

「
目
の
前
で
、
お
も
ち
ゃ
を
見
せ

て
も
目
で
追
っ
た
り
、
つ
か
も
う
と

し
な
い
」「
物
に
よ
く
ぶ
つ
か
る
」

「
絵
本
や
テ
レ
ビ
に
極
端
に
目
を
近

づ
け
て
見
る
」「
教
科
書
や
黒
板
の

文
字
が
見
え
に
く
い
」
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
お
子
さ
ん
の
こ
と
で
悩
ん
で

い
る
保
護
者
、
あ
る
い
は
病
気
や
事

故
で
見
え
に
く
く
な
っ
た
り
、
視
力

を
失
っ
た
方
は
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

本
校
で
は
、
見
え
に
く
い
こ
と
や
、

見
え
な
い
こ
と
で
困
っ
て
い
る
方
々

の
生
活
や
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
無

料
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
、
日
、
祝
日
を
除
い
て
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

【
教
育
相
談
】

家
庭
で
の
育
て
方
、
勉
強
す
る
う

え
で
の
配
慮
の
仕
方
な
ど
視
覚
障
が

い
児
（
者
）
へ
の
支
援
の
方
法
を
お

知
ら
せ
し
て
、
お
子
さ
ん
が
不
自
由

に
負
け
な
い
で
成
長
す
る
た
め
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
ま
た
、
目
が
不

自
由
な
た
め
学
校
の
勉
強
で
困
っ
て

い
る
こ
と
、
学
習
環
境
の
整
備
や
視

覚
補
助
具
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
必
要
に
応

じ
て
、
巡
回
指
導
も
実
施
し
て
い
ま

す
。県

立
岡
崎
盲
学
校
高
等
部
に
は
、

あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
師
、

は
り
師
・
き
ゅ
う
師
を
養
成
し
て
社

会
自
立
を
目
ざ
す
課
程
も
あ
り
、
こ

う
し
た
課
程
に
入
学
す
る
た
め
の
相

談
活
動
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。
盲
学

校
の
教
育
内
容
、
将
来
の
進
路
の
紹

介
、
ほ
か
の
専
門
機
関
や
本
・
雑
誌

な
ど
視
覚
障
が
い
関
係
の
情
報
の
提

供
も
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
は
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

問
合
せ
先

県
立
岡
崎
盲
学
校

教
育
相
談
担

当
（
岡
崎
市
竜
美
西
一
丁
目
）

T
0
5
6
4
―
52
―
1
2
8
2

FAX
0
5
6
4
―
55
―
9
4
3
1

明
治
時
代
か
ら
昭
和
中
期
ま
で
岐

阜
県
瑞
浪
市
や
可
児
市
な
ど
の
東
美

濃
地
域
で
盛
ん
に
作
ら
れ
て
い
た

「
土
人
形
」。
無
形
文
化
財
保
持
者
の

作
る
土
人
形
も
多
数
展
示
し
て
い
ま

す
。

期
間

11
月
25
日
（日）
ま
で

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
15
分

（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

と
こ
ろ

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

第

一
展
示
室

入
館
料

一
般
200
円
・
高
校
生
以
下

無
料

休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
問
合
せ
先

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館
（
岐
阜
県
瑞

浪
市
）

T
0
5
7
2
―
67
―
2
5
0
6

広報たかはま H19.9.1513

10
月
1
日
〜
7
日
は

公
証
週
間

乗
っ
て
み
よ
う

い
き
い
き
号

出
か
け
よ
う

い
き
い
き
号
で

瑞
浪
市
陶
磁
資
料
館

「
東
美
濃
の
土
人
形
」

―
色
彩
と
造
形
の

交
響
曲

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

―
開
催
中

「
見
え
方
」
に
つ
い
て

お
悩
み
・

お
困
り
の
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か


